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量子技術により創出される価値
（量子技術の活用イメージ）

参考資料１
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未来社会における量子技術によって創出される価値（量子技術活用イメージ）

Designed by macrovector / Freepik

• スマートグリッド
• 高効率・高機能な電池材料
• EV省エネ化
• セキュアなインフラ情報管理

• スマートファクトリ
• 物流最適化
• ICの製造と設計
• セキュアなインフラ情報管理

• 創薬・製薬
• テーラーメイド医療
• 高感度診断
• 高感度MRI
• 高セキュア通信・セキュアクラウド

創薬・医療

エネルギー安全・安心

• 高精度天気予報
• 広告戦略
• 消費者行動
• BMI
• セキュアビデオ会議

生活サービス
工場

材料科学物流

交通
• マルチモーダルシェア/Maas
• 交通シミュレーション
• 自動運転
• EV利便性向上

• 高セキュア通信・セキュアクラウド
• 災害対策
• 災害予測
• 防衛分野の活動

従来型コンピュータ

経済成長
Innovation

人と環境の調和
Sustainability

心豊かな暮らし
Well-being

• 配送機体の配置・稼働計画
• ルートの再最適化
• 在庫管理

• 新機能材料の開発
• 化学反応の最適化
• 触媒と酵素の設計

金融
• 取引戦略
• ポートフォリオ最適化
• 不正検出
• 高セキュア通信・セキュアクラウド

量子コンピュータ
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量子技術の具体的な活用イメージ（１）
Usecase１：広告戦略
・ビッグデータをAI等で分析・解析し指標開発、視聴率予測
・量子コンピューティングで広告枠をリアルタイムに最適化
⇒ユーザー最適化された広告を提供

time table

A社 B社 C社 D社 E社 …

…

量子コンピューティングで広告枠を最適化
（膨大な量の組合せから最も最適な広告枠を割当）

・顧客データ(年齢、性別等）
・時間帯別視聴率
・売上データ 等

・マーケティング指標開発
・ターゲット視聴率予測 等

input

output output

【AI等で分析・解析】【ビッグデータ】

新たなマーケティング
ソリューションを実現

Usecase２：スマートファクトリ
・AI等による需要等の予測に基づき、量子コンピューティングで
製造プロセス、人的配置・シフト・搬出・物流等を最適化
⇒より高度な工場のスマート化（スマートファクトリ）を実現

工場のスマート化を加速し、
コストを最小化・生産性を最大化

従来、ベテラン職員が豊富な経験に基づき数時間かけて行う業務を、
数分から数十分程度で処理するなど、圧倒的に生産性を向上

製造プロセス 人的配置 搬出・物流

工場におけるスマート化に向けたアクション

• AI需要等予測
• 低コスト、高効
率な製造プロセ
ス計画(品質、
供給量、在庫
等からプロセスを
最適化)

• シフト編成の高
速処理(休暇予
定、労働条件、
急な予定変更
への対応等を高
速処理)

• 低コスト、最速
のルート探索
(搬出量、中継
地、搬送先、ド
ライバー・トラック
等の条件下で
最適化)

【広告主】 量子コンピュータ



【リスク予測、ポートフォリオ最適化】
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量子技術の具体的な活用イメージ（２）
Usecase３：金融
・金融分野おいて膨大な計算量と時間を必要とするタスクが、
量子コンピューティングで高速処理可能に
⇒より高度な金融取引戦略、ポートフォリオ最適化

高速計算でイノベーションを創出し
金融分野における経済成長を実現

リスク

リターン

Good Bad○新たなリスク要因も考慮したリスク予測
・感染症への脆弱性
・気候変動
・経済安全保障
○上記リスクも含めたポートフォリオ管理
⇒計算量・ニーズの増加に対応するた
めの計算リソースの不足

○量子コンピュータにより対応
可能に

新たなリスク要因

新たなリスクも含めた
ポートフォリオ最適化

一定リスクの下で
リターンを最大化

【金融取引戦略の高度化】
○金融商品の適切な価格算出には膨
大な数のシナリオ予測が必要

○従来は夜～朝かけて実施

○量子コンピュータで即日/リアルタイム
処理。新たな取引戦略が可能に

商品価格

膨大な量のシナリオを
高精度/短時間で処理

時間

Usecase４：交通・物流
・IoT、高速通信、AI等と大規模計算処理を可能とする量子
コンピュータを組合せることで新たなサービス展開が可能に
⇒多様なニーズを満たす次世代モビリティサービスの展開

交通・消費者・産業がシームレスにつ
ながるモビリティでの経済成長の実現

空港

運航トラブル早期解決（気候
変動、感染症等に伴う発着枠
変更、乗務員再配置等の運航
シミュレーション・最適化）

渋滞緩和（交通量
シミュレーション、信
号機制御最適化）

病院

テーマパーク

オフィス

EVシェア（充電時間・
場所、使用時間等の制
約の下でスケジューリング、
必要台数等を最適化）

MaaS（スケジュール、
移動中の計画、配車、
CO2 排出量、モビリティ
外サービス連携等の最
適組合せ）

目的地

街の散策を楽しむ

最短・最速 景色を楽しむ

IoT、高速通信、AI、量
子コンピュータを組合せた
未来社会のモビリティの
イメージ

自動運転(経路最適化)
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